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今回のイチ推しは『 新着図書 』

中央図書館公式キャラクターのマグロスキーだよ。

マグの図書館イチ推し！！

図書館のゲートを入って右側の棚が新着図書コーナーだよ。

新着図書はOPACで検索できるようにデータを登録したり、バーコードや背表紙に請求記号ラベルを

貼ったり、みんなが利用しやすいようにしてから、棚に並べているんだ。たくさんの本が図書館に

入ってくるから、実は毎日のように入れ替わっているんだよ！近畿大学の先生が書いた本もまずは

ここに並ぶんだ。

(旧Twitter)でもオススメの新着図書を紹介しているからチェックしてね♪

今回の貴重書展は「最強のバディ ～書物をつくりだした

人と人とのつながり～」と題し、著者や挿絵画家など出版に

かかわった人のつながりにもスポットをあてて約30点の資料

を展示いたします。

皆様のご来場をお待ちしております。※入場無料

【期間】11月7日(火)～11月11日(土)

10:30～18:00 

※最終日は15:00まで

【場所】近畿大学アカデミックシアター

1階リフレッシュルーム(自習室前)

【第28回 近畿大学中央図書館貴重書展】

左より

[嵯峨本]『伊勢物語』慶長13(1608)年刊

ディドロ/ダランベール 『百科全書』

1751-1780年

https://twitter.com/Kindai_Clib


図書館だよりはWebからもご覧になれます。中央図書館ホームページ＞リポジトリ＞広報物＞中央図書館

【貴重書常設展示】

本学教員執筆図書 寄贈本紹介 (9・10月受付分) ご寄贈ありがとうございました

『シン・男がつらいよ : 

右肩下がりの時代の

男性受難』

朝日新聞出版

【中央館1階 企画選書】
岡田啓, 野口道直遺稿 小田切春江図画并補綴

『尾張名所圖會』後編6巻

名古屋 明治13(1880)年刊

近畿大学中央図書館 〒577-8502 東大阪市小若江3-4-1 TEL(06)4307-3089 ホームページ https://www.clib.kindai.ac.jp/

尾張国（現在の愛知県）

の名所旧跡や神社仏閣、

市やそこに集まる人々

の様子を絵図と読みや

すい文章で著した地誌。

【期間】10月6日(金)～11月30日(木)

【場所】ビブリオシアター2階

11月3日は文化の日です。

日本特有の美学、文化とは

何なのかを考える豊かな時間

にしませんか。

日本には「わび・さび」とい

う日本特有の美意識があります。

質素、閑寂、落ち着き、儚さ

の中に感じることができる

“奥深い美しさ”や“豊かさ”を

感じられる図書をご紹介します。

また「かわいい」文化や「クールジャパン」など現在の日

本の美意識を感じられる図書まで幅広く展示します。

中央図書館では読書週間に合わ

せて、キャンペーンを開催しま

す。 期間中に本を借りてくれた

方に、数量限定で図書館オリジ

ナルグッズをプレゼント！ ぜひ

この機会に図書館に来て下さい

ね。読書週間とは

毎年10月27日から11月9日まで

良書の普及、読書の奨励を目的

として設定された週間です。

2023・第77回読書週間の標語

【場所】中央図書館1階 常設展示コーナー

(入館ゲート入って右横すぐ)

今年も読書の秋がやってきました。

日本各地で異様な盛り上がりを

見せる妖しい"秋"に沿ってお届

けします。

百鬼夜行は妖怪だけではなく、

(怪しげな)人がたくさん集まっ

て奇怪な行動をする、騒ぐとい

うような意味もあります。作物

の収穫などが終わり、仕事がひ

と段落して 気候的にも過ごしや

すくなると騒ぎたくなってしま

うのかもしれません。

テーマは「百鬼夜行」

【期間】 11月6日(月)～11月30日(木) 

【会場】 中央図書館1階 企画選書コーナー

【DONDEN selection】

そんな中、神無月(神在月)には日本の八百万(やおよろず)の

神々が出雲大社に集まって重要な会議をするそうです。

暑さも和らぎ、気持ちの良い時季の中に集まってくる

なんて、落ち着く暇がありませんね。

『そのときど～する?

災害避難支援

: 市民生活と行政』

信山社

『ナラティヴ

とダイアローグ

の時代に読むポー』

彩流社

『深志の自治 : 

地方公立伝統校の

危機と挑戦』

信濃毎日新聞社

11月企画選書

「WABI-SABI 美学」

経済学部

村中 洋介 先生

文芸学部

辻 和彦 先生

教職教育部

冨岡 勝 先生

社会連携
推進センター
奥田 祥子先生

【読書週間キャンペーン】

【期間】10月27日(金)～10月31日(火)：マスキングテープ

11月 6日(月)～11月 9日(木)： ふせん

【場所】中央図書館、ビブリオシアター、

文芸分室、法科大学院分室

は「私のペースで しおりは進む」です。

後編は、天保15(1844) 年に刊行された前編の36年後に

出版された。中島郡・春日井郡・葉栗郡・丹羽郡が収録

されている。

https://opac.clib.kindai.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BT00643595/
https://opac.clib.kindai.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BT00643594/
https://opac.clib.kindai.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BT00643593/
https://opac.clib.kindai.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BT00644662/

